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　「
熱
中
症
」
は
、
高
温
多
湿

な
環
境
に
長
く
い
る
こ
と
で
、
徐

々
に
体
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
体
温
調
節
機
能
が
う

ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
内
に
熱

が
こ
も
っ
た
状
態
を
指
し
ま
す
。

熱
中
症
予
防

　
屋
内
外
に
か
か
わ
ら
ず
、
温
度
、

湿
度
、
風
の
強
弱
な
ど
の
気
象
条

件
に
注
意
し
、
体
に
負
担
の
か
か

ら
な
い
よ
う
早
め
の
対
処
を
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
さ
ら
に
、
体

力
を
つ
け
る
こ
と
で
体
が
暑
さ
に

順
応
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
暑
さ
に
備
え
た
準
備
を
し
ま
し

ょ
う

・
す
だ
れ
や
緑
の
カ
ー
テ
ン
な
ど

で
外
の
熱
を
遮
断
す
る
工
夫
を
し

ま
し
ょ
う

・風
通
し
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う（
網

戸
の
設
置
、部
屋
の
片
付
け
な
ど
）

・
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
の
動
作
確

認
を
し
ま
し
ょ
う

　
近
年
、
熱
中
症
は
、
職
場
や
学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
日
中
の
屋
外
活
動
の
場
だ
け
で
は
な
く
、
入
浴
後
や
就
寝
時
な
ど
、
夜
間
の
屋
内
で
も
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
代
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
環
境
や
気
温
の
変
化
に
気
を
つ
け
、
体
調
管
理
を
心
が
け
な
が
ら
、

「
熱
中
症
」
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に
注
意
！

●
毎
日
の
心
が
け
が
熱
中
症
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す

・
天
気
予
報
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う

・
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が

け
、
３
度
の
食
事
を
し
っ
か
り
と

り
ま
し
ょ
う

・
室
内
に
温
度
計
を
置
き
、
部
屋

の
温
度
を
こ
ま
め
に
測
り
ま
し
ょ

う・
エ
ア
コ
ン
で
室
温
・
湿
度
を
調

節
し
ま
し
ょ
う

・
保
冷
グ
ッ
ズ
を
上
手
に
活
用
し

て
、
体
温
の
上
昇
を
抑
え
ま
し
ょ

う・
室
内
に
い
て
も
、
こ
ま
め
に
水

分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う

【
外
出
時
】

・
衣
服
、
日
傘
、
帽
子
な
ど
で
暑

さ
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

・
日
中
の
暑
い
時
間
帯
の
外
出
は

避
け
ま
し
ょ
う

・
飲
料
水
を
携
帯
し
て
、
の
ど
が

渇
く
前
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ

う【
入
浴
時
・
就
寝
時
】

・
我
慢
せ
ず
に
、
エ
ア
コ
ン
を
上

手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う

・
入
浴
前
、
就
寝
前
に
水
分
補
給

を
し
ま
し
ょ
う

●
協
力
し
て
、
熱
中
症
予
防
を
呼

び
か
け
あ
い
ま
し
ょ
う
　
　
　

　
乳
幼
児
や
高
齢
者
、
体
調
不
良

の
と
き
や
持
病
が
あ
る
人
は
熱
中

症
に
か
か
り
や
す
い
の
で
、
家
族

や
ご
近
所
同
士
で
声
を
掛
け
合
う

な
ど
、
日
ご
ろ
の
気
配
り
も
大
切

で
す
。

７
月
は「
熱
中
症
予
防
強
化
月
間
」で
す

物
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
９９５
・
３
３
８
１

熱中症かも？

いいえ

いいえ

いいえ
⬇

⬇

⇩はい

⇩

⇩はい

⇩

　県内では、今年に入り交通死亡事故が多発しており、６
月3０日現在で、８9人（前年比７人増加）の方が亡くなって
います。そのうち高齢者の交通事故死者数が約半数を占め
ている状況です。
　高齢者の交通事故は、家から5００メートル以内で夕方か
ら夜間にかけての買い物の行き帰りなどに多発しています。

●歩行者の注意点
・信号や横断歩道がある道路を渡りましょう。
・�横断中も周囲の安全を確認し、特に左から
の車に注意しましょう。
・�反射材などを身に付け、夜間時の安全を確
保しましょう。

●運転者の注意点
・�早めに点灯し、ハイビームを活用しましょう。
・�制限速度を守り、高齢者や子どもなどの近くを走行する
ときは速度を控え、歩行者との距離を確保しましょう。
・�横断歩道では周囲を確認し、横断者に注意しましょう。

子どもや女性の安全対策高齢歩行者が関係する 
交通事故が多発

保護者の方へ ー子どもを守るためにー　
・家族の人に行き先を告げてから出掛けるように習慣をつけさせましょう。
・�できるだけ１人にさせない、また、暗いところは歩かせないよう注意しましょう。
・知らない人についていかないよう注意しましょう。
・�知らない人に声をかけられたり、連れて行かれそうになったときは大きな声で
助けを呼ぶように指導しましょう。
・防犯ブザーなどを持たせるようにしましょう。

女性の方へ ー自分の身を守るためにー
●歩くとき
・人通りの多い、明るい道路を歩きましょう。
・携帯電話（スマートフォン）を操作しながら歩かないようにしましょう。
・イヤホンで音楽を聴きながら歩かないようにしましょう。
・�万一に備えて、携帯電話（スマートフォン）や防犯ブザーはすぐ使えるように
しておきましょう。

●電車に乗るとき
・女性専用車両を利用しましょう。
・混雑する場所は避けましょう。
・毎日、同じ時間・同じ場所に乗ることは避けましょう。
●帰宅したとき
・鍵を開けて家に入る前に、周囲に不審者がいないか確認しましょう。
・在宅中でも必ず鍵をかけましょう。
・�ドアを開ける前に相手を確認し、できるだけドアチェーンなどをかけて対応し
ましょう。

物交通防犯課☎奮２８８

物交通防犯課☎奮３９７
　全国で子どもや女性を狙った犯罪が多発しています。犯罪にあわないように、
日ごろから次のことに注意しましょう。

チェック①

チェック②

チェック③

意識はありますか

自分で水が飲めますか

水分を補給する

涼しい場所へ避難する　服をゆるめ、体を冷やす

医療機関へ

救急車を呼ぶ

症状は改善しましたか

※�たくさん汗をかいている場
合は、塩分も補給しましょう ※�症状が改善しても、

安静にして、十分に
休息を取りましょう

※救急隊到着までの間

　めまい、立ちくらみ、頭痛、吐き気、けいれん、大汗などの症
状がある場合は、熱中症を疑い次のように対処しましょう。

熱
中
症
と
は


